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自
主
法
政
祭
ツ
ア
ー

自
主
法
政
祭
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た

に
参
加
し
ま
し
た  　　

～
青
春
に
戻
っ
て
、
皆
で
楽
し
ん
じ
ゃ
い
ま
し
た
♪
～

～
青
春
に
戻
っ
て
、
皆
で
楽
し
ん
じ
ゃ
い
ま
し
た
♪
～

２
０
２
３
年
師
走
に
落
研
鑑
賞
と

２
０
２
３
年
師
走
に
落
研
鑑
賞
と

忘
年
会
を
行
い
ま
し
た

忘
年
会
を
行
い
ま
し
た　　

～
笑
う
門
に
は
福
来
る
♪
～

～
笑
う
門
に
は
福
来
る
♪
～

２
０
２
4
年
定
期
総
会
の
ご
案
内

経
営
学
部
同
窓
会
で
は
、下
記
の
通
り
定
期
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
当
日
は
、
経
営
学
部
福
多
教
授
の
講
演
お
よ
び
、
総
会
終
了
後

の
懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
懇
親
会
費
：
3
’０
０
０
円
）。

日　

時
：
２
０
２
4
年
６
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

  

総
会
・
講
演
会　

14
：
00
～
15
：
30

　
　
　
　

  

懇　

親　

会　
　

16
：
00
～
18
：
00

場　

所
：
法
政
大
学
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　

  

総　

会　

大
内
山
校
舎
7
階
Ｙ
７
０
５
教
室

　
　
　
　

  

懇
親
会　

当
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２
０
２
3
年
度
事
業
報
告
・
会
計
報
告
、
２
０
２
4
年
度
事
業
計
画

（
案
）
等
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
す
。

暦
の
上
で
は
霜
月
で
あ
り

な
が
ら
、
半
袖
シ
ャ
ツ
で
も
汗

ば
む
よ
う
な
陽
気
の
中
、

２
０
２
３
年
11
月
５
日
（
日
）

経
営
学
部
同
窓
会
は
、
自
主

法
政
祭
（
市
ヶ
谷
地
区
）
の

千
秋
楽
に
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
迄
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
事
前
予
約
制
と
な
り
入
場

制
限
が
掛
け
ら
れ
、
多
々
制

約
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
態
に
戻

り
、
再
開
発
完
了
し
た
市
ケ

谷
新
キ
ャ
ン
パ
ス
も
そ
の
機
能

を
充
分
に
発
揮
し
、
明
る
い

イ
メ
ー
ジ
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
、
明
る
く
元
気
な
現
役
学

生
達
が
と
て
も
楽
し
そ
う
に

活
動
し
て
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｍ
11
：
00
か
ら
見
学

開
始
し
、
色
々
な
企
画
を
見

学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

ど
の
企
画
も
内
容
が
充
実
し

て
お
り
、
気
が
つ
い
た
ら

16
：
00
を
と
う
に
過
ぎ
て
い

ま
し
た
！

カ
オ
ス
が
戻
っ
て
き
た
〝
伝

統
の
「
自
主
法
政
祭
」〟
で
、

現
役
学
生
と
一
緒
に
、
我
々

経
営
学
部
同
窓
会
も
一
緒
に

弾
け
て
、
大
変
楽
し
い
一
日

を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た

♪【文
責
】（
副
会
長
）
藤
野
晋

（
１
９
８
７
年　

経
営
学
科

卒
業
）

２
０
２
３
年
の
暮
れ
も
押

し
迫
る
12
月
16
日
（
土
）
本

年
最
後
の
事
業
企
画
と
し
て
、

法
政
大
学
落
語
研
究
会
さ
ん

と
の
「
夢
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
企
画
」
を
挙
行
い
た
し
ま

し
た
（
於
：
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・

タ
ワ
ー
25
階
ス
タ
ッ
フ
ク
ラ

ブ
）。
内
容
は
、「
現
役
学
生

落
語
鑑
賞
会
＋
忘
年
会
」
の

完
全
豪
華
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画

で
す
♪

多
数
の
プ
ロ
を
輩
出
し
て
い

る
大
学
落
語
会
の
名
門
：

法
政
大
学
落
語
研
究
会
さ
ん

か
ら
は
、
現
役
学
生
の
噺
家

３
名
に
ご
登
壇
頂
き
ま
し
た
。

今
回
は
落
語
中
に
、
観
客

の
携
帯
電
話
が
鳴
る
と
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
有
り
ま
し
た

が
、
素
早
く
機
転
を
効
か
せ

て
ギ
ャ
グ
を
繰
り
出
し
、
観

客
を
爆
笑
の
渦
に
巻
き
込
む

と
い
う
場
面
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

忘
年
会
で
は
、
法
学
部
同

窓
会
様
や
経
営
学
部
現
役
学

生
等
の
御
参
加
も
頂
き
、
そ

れ
は
そ
れ
は
楽
し
い
宴
と
な

り
ま
し
た
♪

【
文
責
】（
副
会
長
）
藤
野
晋

（
１
９
８
７
年　

経
営
学
科

卒
業
）

青
春
︑ア
ゲ
イ
ン
︒法

政
大
学
経
営
学
部
同
窓
会
は
、い
つ
ま
で
も
楽
し
め

る「
日
本
で
一 

番
の
経
営
学
部
同
窓
会
」の
建
設
を

目
指
し
て
、同
窓
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
参
り
ま
す
。

▲箱根駅伝現地応援後の社会学部同窓会との
懇親会写真（2024年1月3日（水）実施）

▲オール法政新年を祝う会での経営学部同窓会テーブル
の記念写真（2024年1月28日(日)開催）

▲法明戦観戦後の法学部・社会学部同窓会との懇親会
写真（2023年10月21日(土)実施）
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住所変更は必ずご連絡下さい！
　個人情報保護法により、OB・OG の皆さまの住所が大学から入手
できなくなりました。
　そのため、大学から送られてくる資料内の住所変更届で変更依頼
をしても、経営学部同窓会で管理している住所は変更されません。
　必ず下記メールアドレスへご連絡ください。

info@houseikeieidousoukai.com
何卒ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

会費納入のお願い
「経営学部同窓会」は現在、「一般社団法人 法政大学校友会」に所属しております。
法政大学の卒業生は、全員が「校友会」に所属していることになりますが、所属している各同窓会では独自に活動及び組織の
運営を行っております。
これまで「経営学部同窓会」も 28 年間の歴史のもと、皆さん同窓会員の会費にて活動を行ってきました。しかし近年は、会費
納入率の低下が否めず、「経営学部同窓会」としての活動も規模を縮小せざるを得ない状況が続いております。

「経営学部同窓会」は皆さんの会費にて活動を行っており、これからも経営学部同窓会の存続・活動のため、皆さんのご協力
及び会費の納入を悦にお願いする次第です。

経営学部同窓会会長　　岩井　昭
同窓会のホームページはこちらから……。
URL: http://www.hoseikeieidousoukai.com/ 法政大学経営学部同窓会 検索

2023年度決算報告

前年度繰越金
年会費
懇親会費
寄付金
校友会代行手数料
受取利息
合計

 1,330,039
 228,000
 75,000
 197,389
 36,000

 4
1,866,432

  1,475,168
 230,000
 150,000
 150,000
 40,000

 -
 2,045,168

【収入の部】 決算
2024年度予算案

前年度繰越金
年会費
懇親会費
寄付金
校友会代行手数料
受取利息
合計

【収入の部】 予算

一般通信費
一般印刷費
消耗品費
会報発行費

会報発送費

総会開催費

忘年会費
ホームページ運営費
広告掲載料
卒業生成績優秀者記念品代
教職員との懇親会費
振込手数料
慶弔費
同窓会協議会会費
次年度繰越金
合計

   -
 1,980
  -

 77,000
  -
  -

 77,000
 11,212

 -
 11,212
 57,709

  -
 57,709
 73,919
 139,300

 -
  -
  -

 13,824
 11,320
 5,000

 1,475,168
 1,866,432

   10,000
 15,000
 10,000
 80,000

 -
 -

 80,000
 15,000

 -
 15,000
 55,000

 -
 55,000
 80,000
 140,000

 -
 35,000
 60,000
 15,000
 15,000
 5,000

 1,510,168
 2,045,168

【支出の部】 決算
一般通信費
一般印刷費
消耗品費
会報発行費

会報発送費

総会開催費

忘年会費
ホームページ運営費
広告掲載料
卒業生成績優秀者記念品代
教職員との懇親会費
振込手数料
慶弔費
同窓会協議会会費
次年度繰越金
合計

郵送料
名刺印刷
事務用品
同窓会通信20号印刷

諸雑費
計
同窓会通信20号発送

計
懇親会費
謝礼
計

郵送料
封筒印刷
事務用品
同窓会通信21号印刷

諸雑費
計
同窓会通信21号発送

計
懇親会費
謝礼
計

【支出の部】 予算

　

　
　
　
　

２
０
２
3
年
度 

経
営
学
部
同
窓
会 

事
業
報
告

１　

２
０
２
３
年
５
月
21
日
（
日
）

　
　

東
京
六
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦　

対
東
京
大
学　

　
　

応
援
観
戦

２　

２
０
２
３
年
６
月
17
日
（
土
）

　
　

定
期
総
会
開
催

３　

２
０
２
３
年
10
月
21
日
（
土
）

　
　

東
京
六
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦　

対
明
治
大
学　

　
　

応
援
観
戦

　
　
　

法
学
部
・
社
会
学
部
同
窓
会
と
の
共
同
開
催

４　

２
０
２
３
年
11
月
５
日
（
日
）

　
　

自
主
法
政
祭
ツ
ア
ー

５　

２
０
２
３
年
11
月
30
日
（
木
）

　
　

法
政
大
学
交
響
楽
団　

第
１
５
０
回
定
期
演
奏
会

　
　

鑑
賞
会

６　

２
０
２
３
年
12
月
16
日
（
土
）

　
　

落
語
研
究
会
に
よ
る
「
落
語
」「
忘
年
会
」

７　

２
０
２
４
年
１
月
３
日
（
水
）

　
　

箱
根
駅
伝　

応
援
観
戦

　
　
　

社
会
学
部
同
窓
会
と
の
共
同
開
催

８　

２
０
２
４
年
１
月
28
日
（
日
）

　
　「
オ
ー
ル
法
政
　
新
年
を
祝
う
会
」
へ
の
有
志
で
の

　
　
参
加

２
０
２
４
年
度 
経
営
学
部
同
窓
会 

事
業
計
画

１　

２
０
２
４
年
５
月
25
日
（
土
）

　
　

東
京
六
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
応
援
観
戦

２　

２
０
２
４
年
６
月
22
日
（
土
）

　
　

定
期
総
会
開
催

３　

２
０
２
４
年
９
月

　
　

法
政
フ
ェ
ア
２
０
２
４
へ
参
加

４　

２
０
２
４
年
10
月

　
　

東
京
六
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦
応
援
観
戦

５　

２
０
２
４
年
11
月

　
　

①
自
主
法
政
祭
へ
参
加

　
　

②
ラ
グ
ビ
ー
・
ア
メ
フ
ト
応
援
観
戦

６　

２
０
２
４
年
秋

　
　

法
政
大
学
交
響
楽
団　

演
奏
会
鑑
賞
会

７　

２
０
２
４
年
12
月

　
　

落
語
研
究
会
に
よ
る
「
落
語
」「
忘
年
会
」

８　

２
０
２
５
年
１
月

　
　

①
箱
根
駅
伝
応
援
観
戦

　
　

②
「
オ
ー
ル
法
政
新
年
を
祝
う
会
」
へ
参
加

９　

２
０
２
５
年
３
月

　
　

経
営
学
部
卒
業
生
成
績
優
秀
者
表
彰

♦
法
政
大
学
で
4
年

間
過
ご
し
て
き
た
中

で
得
た
こ
と
、
学
ん

だ
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
か
？

　

興
味
の
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は
や
っ
て
み

る
こ
と
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

私
は
、
大
学
で
の
履
修
授
業
を
選
択
す
る
際
、

専
攻
の
科
目
だ
け
で
な
く
、
で
き
る
だ
け
幅
広
い
分

野
を
受
講
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
は
じ
め
は
興
味
が
薄
か
っ
た
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
が
意
外
と
面
白
い
こ
と
に
気
が

付
き
ま
し
た
。
特
に
、Python 

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
学
習
に
好
奇
心
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
、
ゼ
ミ
（
数
理
科
学
）
の
学
習
に
も
活
か
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

更
に
、Ｉ
Ｔ
関
連
の
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
な
り
、

人
生
の
指
針
を
定
め
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

♦
こ
れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
の
生
活
を
始
め
る
に

あ
た
っ
て
の
意
気
込
み
、
抱
負
は
何
で
す
か
？

　

自
分
の
「
軸
」
を
見
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
学
生
生
活
や
、
就
職
活
動
を
始
め

と
し
た
あ
ら
ゆ
る
選
択
を
、「
自
分
は
こ
れ
を
し
た

い
」
と
い
う
「
軸
」
を
基
に
し
て
決
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
新
し
い
環
境
や
人
間
関
係
に
飛
び
込

む
事
に
な
り
ま
す
。
周
囲
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
「
軸
」
を

中
心
に
さ
ら
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

♦
法
政
大
学
で
4
年

間
過
ご
し
て
き
た
中

で
得
た
こ
と
、
学
ん

だ
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
か
？

　

自
主
性
を
持
っ
て
動
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

　

入
学
当
初
か
ら
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
通
常
の
学
生

生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
ん

な
な
か
、
自
分
が
し
た
い
こ
と
、
す
べ
き
こ
と
を
考

え
て
動
か
な
い
と
、
大
学
生
ら
し
い
生
活
が
送
れ
な

い
と
考
え
な
が
ら
行
動
し
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ゼ
ミ
の
選
択
の
際

は
積
極
的
に
情
報
収
集
を
行
い
、
入
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
を
経
て
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
興

味
を
も
っ
た
ら
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
こ
と
、
自
分
か

ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

♦
こ
れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
の
生
活
を
始
め
る
に

あ
た
っ
て
の
意
気
込
み
、
抱
負
は
何
で
す
か
？

　

ど
ん
な
こ
と
に
も
誠
実
に
向
き
合
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
っ
た
ら
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
「
未
知
」
に
向
き
合
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
つ
一
つ
向
き
合
っ
て
い
け
ば
結
果
も
出

る
と
思
い
ま
す
し
、
自
分
の
成
長
に
も
繋
が
る
は
ず

な
の
で
、
誠
実
に
向
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
た
い

で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
環
境
に
置
か
れ
て
も
、こ
れ
ま
で
培
っ

第     回142

法
政
大
学

学
位
授
与
式
卒

業

生

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

　
こ
の
記
事
は
、
２
０
２
３
年
3
月
24
日
の
学
位
授
与
式
当
日
に
実
施
さ
れ
た
、
経
営
学

部
広
報
委
員
会
の
学
生
記
者
に
よ
る
卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
経
営

学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
、
経
営
学
部
広
報
委
員
会
の
許
可
を
得
た
上

で
転
載
い
た
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

　
経
営
学
部
広
報
委
員
会
の
鹿
島
菜
央
、
中

島
有
彩
、
金
﨑
葵
で
す
。
3
月
24
日
、
法
政

大
学
学
位
授
与
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
経

営
学
部
の
卒
業
生
を
代
表
し
て
、
高
瀬
舜
也

さ
ん
と
、
小
野
由
依
さ
ん
の
お
ふ
た
り
に
、

大
学
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
や
、
社
会
に
出
る

に
あ
た
っ
て
の
意
気
込
み
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
瀬
　
舜
也　
さ
ん

小
野
　
由
依　
さ
ん

て
き
た
自
主
性
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
瀬
さ
ん
、
小
野
さ
ん
、
式
当
日
の
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
貴

重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
度
は
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

文
責
：
鹿
島
菜
央
（
経
営
学
部
3
年
）、
中
島
有
彩
（
経

営
学
部
2
年
）、
金
﨑
葵
（
経
営
学
部
2
年
）

※
学
年
は
取
材
時
（
２
０
２
４
年
3
月
）
時
点
の
も
の
。
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